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スターチスに発生 した turnipmosaicvirus

並び に cucumbermosaicvirusにつ いて *

飯 野 尚 之**･井 ヒ威 信 ･前 田 筆 意

緒 言

近年各種花き植物の消費の多様化で,スタ-ナスは生け花,ドライフラワーを用途とし.

さらに栽培技術の確立に伴って栽培が盛んになってきている,しかし,そのスターチスに

もウイルス病が発/上し,被害が出て大きな問題となっているが,わが国ではその病原ウイ

ルスに関する詳しい報告はない.

本研究ではビニールハウス栽培のスターチスで,モザイクやえそ症状を起こした病株か

ら2種類の病原ウイルスを分離 し,turnlPmUSalC VlruSとcucumbermosalCVlruSを同定

したので,それらの性状について報告する.

本研究を行うに当り実験に協力般いた光畑興 二技1才にぶ藍を衣する.

実験材料および方法

供試ウイルス 本実験には,井上が1982年11月岡山県倉敷市中島で探粧したスターチス

(品櫛不明)で,柴にモザイク,奇形および萎縮症状 を示 した病株 (Platel,1,3)から

分離 したウイルス (分離株 Stat-1)と,同じく井上が1983年 3月岡山県IV.岡市で採集

したスターチス (品種不明)で,喪にモザイク症状を示 した病棟 (PlateI.6)から分離

したウイルス (分離株 Stat-3)を快試 した.

Stat-1は,原株病弟汁液をNICOEianacleL･e/andllに接種 し,全身感染した病廉を適 して

分推した.分離したウイルスは,カブ (時燕ノト塵)で継代保存し,実験に供試 した.また,

Stat-3は,原株病薬汁液をNgluLi7WSaに接種 し,全身感染 した病葉 を通 して分離 した.

分離 したウイルスは,タバコ (WhiteBurley)で継代 し,実験に供試 した.

汁液接種 汁液接種はすべてカ-ポランダムを用いた常法によって行った.また,感染

の有壁を確認するための戻 し接穐試験は,Slat-1については Che7WPodlumamaranflCOlor

または Cqumioaを用い,Slat-3についてはジュウロクササゲ (罪種=尺)を用いて行っ
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た.

アブラムシ伝搬 アブラムシは無毒のモモアカアブラムシ (My2:uSPer.ゞtcae)とりタア

ブラムシ (AphLSB-OSSJ,PIL)を用いた.

アブラムシを1時間絶食 させたのち,Slat-1では病カブ額 を,Star-3では病タバコ

農および病カブ紫を,それぞれ30秒,5,10.30分,1,4,24時間ウイルスを独得吸汁

させたのち,健全カブおよびタバコ弓削二1株当たり5頭ずつ移 し,半 日または 1日間擢柁

吸汁させた

ウイルスの純化 Staト 1の純化は,接種 2-3週間後の明瞭にモザイク症状が現れた

コマツナ紫を用い.ChoLら日が報告 したTuMVの純化方法に準 じ,次に示す方法によっ

て行 った.病柴 に0.01M EDTA,0.1%ナオグ リコール酸 を含む0.5M りん酸緩衝液

(pH7,5)を1:1.2の割合に加え,磨砕 して得 られた液を1,500Xgで10分間遠心 し,そ

の上溝液に 1%TritonX-100,4%PEG,0.1M NaClを加 えて0℃で2時間枇拝 した

のち,5.500Xgで15分間遠心 した.その沈澱 を0.5M ureaを含む0.5M りん酸緩衝液

(pH7.5)に溶解 し,4℃で-梗概拝 したのち,5,500Xgで10分間遠心 し,さらに65.000

×gで90分間遠心 してウイルスを沈澱 させた.その沈澱 を0.5M ureaを含む0.5M りん酸

緩衝液 (pH7.5)に潜解 し,4℃で一夜撤押 してから,4,500×gで15分間遠心 したのち,

10-40%塵糖密度勾配遠心 (55,000×gで150分間) し,生じたウイルス分画を取 り出し,

塵糖 を除き精製ウイルスとした.また,S上at-3の純化は,接櫨5日後のタバコの播種栗

を採集し,-20oCで凍結保存 したものを用い,基本的にはTakanam126)の方法によって1-rっ

たが,PEG (lo光)沈澱および TritonX-100(1%)処理を併用 した,

血 清反応試験 Stat-1に対する抗血清は.純化 ウイルスを家兎に静脈注射 1担】と

Freund'sIncompletead｣uvant(DlrCOLab)を用いた筋肉注射 5回 (ウイ)L,ス揖 十26.6m9)

を行 うことによって得られた.また.iJl研究室保存の TuMV抗血清2)ぉよびCMV-Y抗

血清ZOlを用いて各岨 h暗反応試験を行 った.

寒天ゲル内二誼拡散法は,0.10/o窒化ナ トリウムを含む0,005Mホウ酸-F.DTA緩衝液

(pH9.0)に漉艦0.8%の寒天 (DlrCOLab,AgarNoble)を添加溶解 したもの25)を用いた.

また,SDS寒天ゲル内二重拡散法は,0.3%,ドデシル硫酸ナ トリウム(SDS)および085%

塩化ナ トリウムを含む水溶･Llkに濃度0.5%の寒天を添加溶解 したもの27)を用いた

免疫電覇削L-は,デコレーション法州 およびSDN法23)を用いた.

ELISA法は,ClarkandAdamsの方法3)に準 じて行 った.

電顕観察 ウイルス粒子は.2%リンタングステン惟 (PTA)(pH6.5)および2%酢

酸ウラニルを用いた DN法により作成 した試料および純化標品につ き'電顕 (日立 HU-12

盟)観察した.

病尭超薄切片像の観察は病柴細片を6%グルタルアルデヒドと1%四酸化オス ミウムと

で二劇 廿正 し,エタノール脱水後,spurr樹脂に包推 して滞切にし,酢酸ウラニルとクエ

ン酸鉛で∴鹿染色 し,花顕観'#した.
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実 験 結 果

1.Turnipmosaicvirus(Slat-1分群株)

(a) 寄主範囲と病徴

カブの全身感染兼を楼種源として.16手持3健の植物に汁液接種を行ったところ.8科20

秤に全身感染 し,8科16硬に局部感染 しf=.全身感染 した柄物はスターチス,ホウレンソ

ウ,シュンギク.ヒマワリ,ヒャクニチソウ,ハクサイ.コマツナ.カブ,キャベツ,ダ

イコン,ス トック,スイカ (小_Ti),こホンカボチャ,ペポカボチャ,クリムソンクローバー

ゴマ, タバコ,NICOtLana Clevelandlt,N glTLtZTLOSa.N rusltcaで,局部感染 した植物はツ

ルナ,ケイ トウ,センニチコウ,フダンソウ,ChenopodZumamaranEICOlor,C qumoa,ア

スター,キ,1ウ'),セイヨウカボチャ,アズキ,エン ドウ,シロクローバー, ソラマメ.

ササゲ,キンギ ョソウ, トマ ト,でく～･)った.つぎの9年机7秤の植物は感染 しなかった :ニ

チニチソウ,ビジョナデシコ,ゴボウ,スイカ (他人加),シロウリ,マクワウリ,ユウ

ガオ, トウモロコシ,ダイズ,アルファルファ, リョク トウ,インゲンマメ,タマネギ,

DaEurasEramomum,ペチュニア,PhySalLSflondaTL〝 ナス,ニンジン,

Stat11の寄主範囲はやや広 く,その主な感受性植物の病徴は以下のとおりである.

スターチス (7-リーブルー) : 横軸典にはほとんど病徴 を現 さなかった.上廉には

様様10-14日後直行0_5- 1mの退繰斑点 をJflじ,のちにモザイクになった (PlateI.4).

カブ (時軽小楯) 接種柴に桜桃 3-5日後便径3-5mの退緑斑 を生 じ,のちぇそ

輪紋 を生 じた.上射 二は接種 5-7E]後頻脈適化および退緑斑点を生 じ,後に明瞭なモザ

イクになった.

カンラン (富士早生甘藍) : 接種費に横磯 5Ll後直径 2-3rn'nの退練斑点をセした.

上薬に接碓7日後直径2-3mnlの追録斑点をノ[=_じ7'=.

シュンギク (大業春菊) : 接種薬に接種 7日後えそ斑を/=Lじ,のちにえそが顔全体に

ひろがって枯死 した.上柴に接種9日後発脈緑帯を生 じ,のちにモザイクになった.

ス トック : 接椎柴に楼碓 2日後えそ軌 t:I.､を生 じた.全身感染 したが,上薬には病徴が

現れなかった. しかし花弁に明瞭な斑入 りを生 じた (Pla亡el,5).

クl)ムソンクローバー : 全身感染 し,上乗に退色臥 キおよびモザイクを生 じ,病徴が

進むと病斑が灰白色にえそ化 し,発育不良となった (PLateI.8)

(b)アプラムシによる伝搬

Stat-1はモモアカアブラムシおよびワタアプラムシによって非永続的に不易に伝搬 さ

れることが認められた.

回 粗汁液中での安定性

ウ1'ルス源にはカブの病盛を,検定植物には C qumoaを用いた,SLaト 1の耐熱性は

55-60℃ (lo介),耐希釈性は10 3-1014,耐保存iyt'1.(20℃)は3-5Elであった.

(d) ウイルス粒子の形態

病植物の DN法試料および純化標品には, ''E排解察により長さ約750nm,幅約13nm の

ひも状粒子が認められた (Platen,1.2).

(e) ウイルスの純化

本ウイルスはコマツナの病兼を用い,Cholらの方法 l)に韓 じて行 'た.純化試抑 二′士
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I,S抑観察でひも状粒 j'･か多数p-LJ.められた (PlateU.1).純化ウイルス標品の紫外部吸l馴 h

線は,259nmに極大帆 245nm極小佃があり,A...J A,､､川-1.10,A260/A28()=1127であっ

た.なれ ウイルスの脚 には !1-_姫100gに対 して約1.6mgと推定 された･さらに.純化標品

を CamaT･aT7Eicol()rに汁液接種 したところl1.i:;し､感架性 を示 した.

(f) 血清反応試験

(1)微沈降法 Stat- 1抗血清は,mlCrOPreCIPtt.∩teStで Stat- 1感染カフl汁液

と2048倍希帆 純化ウイルス (1rn9/me)と1024倍Jl<Jl僻までJkT,L'tした.

(2) 寒天ゲル内拡散法 SLat-1抗血法を用いた SDS楽人ゲル内 二束拡散法では,

Statl1感染カブ葉および純化ウイルスと2倍jlil.･秋まで反応し/i.なお,健全葉汁液とは

)丈応 しなかった.

また,TuMV抗血清を用いて Staト l感染カブ汁液を抗11;.:として.SDS寒天ゲル内--.

Lに拡散法を行 ったところ,特則 l勺に沈降線を′L:_じた.この沈降組は,対照に川いた当研究

室保存のTuMV (A-23)の沈降組と融合 し,spuTが形成されなかった (Plaren.8),

一万, Staー 1感淡スターチス柴汁液および対照とした健全スターチス射 十液とを抗

原として,TuMV抗血清と SDS塞人ゲル内二iE.拡散法で反応 させたところ,病頻汁液

とよくJ又丁芯したが,催乍紫汁液lJt原とも非特異的な沈降線 を生 じ,ウイルス特粥1-的反応と

区別できなかった.

(3) 免疫電顕法 TuMV抗血Li一㌧を用いてデコレーション法で,Slat-1感触カブ-El;.

汁液中のウイルスに対する血iI■i反応を電耕視察 したとこ7',ウイルス1'IJ:子の周 りにハロー

現象が観察された (PlateⅢ,4)すなわち,Star-1ウイルスは TuMV抗血的とよくkJ芯.

した.

(4) ELtSA法によるウイルスの検出 Stat-1純化結晶を用いて ELISA法による

ウイルスの検出限界を調べたところ,ウイルスの検出限界漉度ul0-100ng/meで,検出

感度は極めて鋭敏であった.また.Stab-1感染スターチス汁液を用いて同様にウイルス

の検出希釈限界を調べfJところ,Flglに示 したように,loll-10~4であった.なお,

健全植物汁液との非特異的反応による発色はほとんどなかった.

10~2 10~3 10L4 】0-5 Io1 10-7

Sapdllu110n

FIEI ELISAabsorbancevaluesTor.Ll.ltlt-1(TuMV)lnd‖utedextTactS
ofLnreCLedandhealthystar.ceLeaves
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(g) 病葉超薄切片の電顕挽察

Stat-1感染カブ#肉細胞の超薄切片を'fE顕観察 したところ,細胞質内にウイルス粒 F

および封入体が見られた (Plateu,3).粒 f･は紺胞'Bi内に散在 しており,ときに封入体に

Tn'剛 犬に付弟 している もの も認められた.紺胞矧 人J封入体 は plnWheel,scroll,lami-

natedaggregate構造 として観察された.また.細胞質には増生 した vesICleが多数認め

られた.

スターチス,カブおよびコマツナなとの嫡築からの DN法試料について花子顕微鏡観

l#したところ管状封入体の破片が観察された (Plateu,5).

2.Cucumbermosaicvirus(Slat-3分離棟)

(a) 寄主範囲と病徴

タバコの全身感染兼を接種源として,11年叫6位の植物に汁液牒椎を行ったところ,11科

29柚に全身感染 し,6科11種に局部感染 した.全身感染 した植物はスターチス.ツルナ,

七ンニチコウ,フダンソウ,ホウレンソウ,シュンギク,ヒマワリ,ヒヤクニチソウ,コ

マツナ,カブ,スイカ,シロウリ,マクワウリ,キュウリ,セイヨウカボチャ,ニホンカ

ボチャ,ペポカボチャ, トウモロコシ,アズキ. クリムソンクローバー. タバ コ.〟

clevelandu,NgluEmosa,N rusLzca, トマ ト,ペナ.1ニ7,Pflorzdma,ナスで,局部感

染 した植物はケイ トウ,C.amara7LE7COlor,CquuLOa,ゴボウ,ダイコン. T)ヨク トウ,

エンドウ,ソラマメ,ササゲ,ゴマ,D.†∠7･a77LE)ruumであった.つ ぎの 3ネ三ト6棟の怖物は

感染 しなかった :レタス,キャベツ,ダイコン,アルファルファ,インゲンマメ,アカク

ローノヤー

Stat13の寄主範抑 ま広 く,その主な感受惟植物の病徴は以下のとおりである.

スターチス (7-リーブルー) : 楼租兼には赫徴を現さなかった.上薬には接椎17-

20日後退緑斑点を生 じ,のちに,遇緑が広がってモザイクになった (PlateL 7).

タバコ (WhlteBurley) : 接種発に接種 3-511後直径0.5-len-の退緑姓を/1:_じ/I.

やや遅れて.卜米に葉脈透化および退繰斑点を_牡じ.その後明瞭なモザイクになった.生育

が進むと奇形症状 も現れた.

七イヨウカボチャ (打木早生,J三乗南瓜) : 棲根菜に接種 5日後退緑軌I.I-.を生じ,のち

に扶∩色えそ輪点またはえそ斑点を生 じ,接種紫は早期に枯死 した,上射 こ接椎 6-12日

後に退緑斑点から葉脈透化 を生 じ,のちに明瞭なモザイクとなり,さらに萎縮および亜巻

き症状 を是 した.

ジュウロクササゲ (巣健三尺) : 接種柴に播種 2日後えそ斑点を生 じた,全身感染は

しなかった

NgluEzonsa:上柴に接種 4-6日後退緑斑点 を生 じて葉脈透化 となり,のちに明瞭な

モザイクとなった.生育が進むと柴は杏形 を生 じた.

トマ ト(栗原 トマ ト):上薬に接種9日後初めて葉脈透化 を生 じ,のちにえそをともなっ

たモザイクとなった.生育が進むと糸典も現れた.

(b) アブラムシによる伝搬

stat_3はモモアカアブラムシおよびワタアプラムシにより非永続的に容易に伝搬され

ることが認められた.
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(C1 粗汁液中での安定性

ウイルス源にはタバコの病発を.検定植物にはヨ主柱 '7,尺ササゲを用いた.Slat-3の耐

熱件は60-65℃ (lo介),附希釈性は10㌦ 10~6,酎保存性 (20℃)は8-9日であった.

(d) ウイルス粒子の形態

stat-3に感染したスターチス,タバコ.N gluLmoSaなどの DN法試料には'Eに棚観察

により.いずれの病植物からも往約30nmの小球形のウイルス粒子が認められた (Plate

Ⅲ,6).しかし,試料 を2%PTA (pH6.5)で染色 した場合,ウイルス粒 f-は壊れかか

るものが多かった.そこで,病柴試料 を0.2%亜硫酸ナ トリウムおよび0.3%EDTAを含

む水溶液中で磨枠 し,酢酸ウラニル染色,あるいはホルマリン11･l定後,PTA染色した場

合にほぼ IntaCtな粒子が多く観整された.

(e) ウイルスの純化

slal-3はタバコの病痕を用い.Takanamlの方法26)に準 じて純化された.純化腔品の

紫外部吸収 曲線 は259nm に極 大値,242nmに極 小値 が あ り,Am x/Amin-1.35.

A260/A280-1.68であった.さらに,純化標品をジュウロクササゲロ ト液接種 したところ,

多数の局部病斑を形成し,高い感染性 を示 した.

(り 血清反応試験

(l) 寒天ゲル内二重拡散法 CMV-Y抗血清を用い,寒天ゲル内二重拡散法により

slat-3純化標品の血清反応試験 を行ったところ,特輿的な沈降線を生 じた.対照に用い

たCMVIY純化標品の沈降線と融合 し.spurは形成されなかった (PlateⅡ.9).

(2)免疫電顕法 CMV抗血清を用いて Stat-3感染タバコ農に対 して SDN法 を

打ったところ,明瞭なクランプを形成 した (PlateⅢ.7).

刷 ELISA法によるウイルスの検出 Stat_3の純化標品を用いて,ELISA法によ

るウイルスの検出限界濃度を調べたところ,ウイルス0)検出限界濃度は 1110ng/nleで検

出感度は極めて鋭敏であった.また,S一at-3感染スターチス汁液を用いてウイルスの検

出希釈限界 を調べたところ,FlgZに示されているように,10 5- 10~6であった.なお,

健余植物汁液との非特異的反応による発色はほとんどなかった.

10~Z I0-3 10~1 10~5 川 lb ln17

SapdLIuL10n
Fig2 ELISAabsorbancevaluestorStar-3(CMV)-∩dLlutedextracts

o†lnreCtedandhealthystatlCeleaves.
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(g)病葉超薄切片の電顕観察

Staト 3感染タバコ矧 勾細胞に壌姥が見られ,細胞質および液胞内に散布するウイルス

粒子が認められた.また,小胞内にもウイルス粒子が見られた.

考 察

今までに国外においては,スターチスの病原ウイルスとして, トマ ト甚化えそウイルス

(tomatospottedwュltvlruS)24),カブモザイクウイルス (turnlPmOSalCVlruS,TuMV)

9117L22),キュウリモザイクウイルス (cucumbermosalCVlruS,CMV)9),ソラマメウイル

トウイルス (broadbeanwHtvlruS)JO),clovelyellowvelnVlruS)J9),statlCeV.rUSY-8),

タバコ基えそウイルス (tobaccorattlevlruS)4)が分離同定されている, しか し,わが国

ではこれまでに,スターチスにウイルス病が僑生 していることが知られていたが,その病

原ウイルスの詳細な研究は行われていなかった.

本実験では,スターチス (LimonlumS〃LuGLL1711)から2種のウイルスが分離された.そ

の一つ,萎縮を伴ったモザイク症状を生 じたスターチスから分離された Stat-1分離株

ウイルスは汁液接種により,ダイコン,カブ.シュンギク,ス トックなどに全身感染し,

CamaranLICOlor,タバコなどには局部病斑を生 じた.この病原ウイルスは寄主範囲や病微,

伝搬方法,物理性,ウイルス粒子の形態,血析反応,病菓超薄切片の電顕観察などの所見

から,既報の TuMV13,22･2d･弧31･32)のそれらとよく一致 しており,Po[yvlruS群に属する

TuMVと同定された.

TuMVは,アブラナ科を初め他科の多くの椀物にも発生 し,世界に広 く分布 している

ことが知られている30131).Yoshl132)によれば,TuMVは N gluEinosaとカンランに対す

る病原性の差から,ordlnaryStralnとcabbagesLrainの 2つに大別されるとし,カンラン

に明瞭な病徴を現わす cabbagestralnは欧米諸国に発AT.が多く,日本にはordlnarySlraln

の発生が多いとしている.,L;井らJJ厄 .さらにordlnarySlralnをN gluLinosaの病徴の程

度によって3群に分けた,また,世界各国で検出されたTuMVはその分雑株によって,

N gluEmosaに対する病原性に著 しい''Jt&弱がある.その病原他の強弱を大別すると,感染

しないものから致命的な激 しい令身柄徴 を現わすものまで 5段階に分けられ13),この病

徴の大別はタバコ,カンランなどに対する病原性の有,QT;とともにTuMV系樵の分類の目

やすとすることができるものと考えられる.S一at-1は N gluh'nosaに局部摘斑 を形成す

るが全身感染 しなかったこと,カンランに全身感歎し,軽いhJl-_状を示すことから,I-n上井ら

の分掛 こ従えばTuMVのordinarystralnのC群に近いといえる. しかしSta[11は栃原

28)がダイコンのモザイク病とした T｡MV (築後10),井上ら11)がナンキンマメから検出

した TuMVおよび井上ら13)がアイリスから検tJJ.した TuMVとは寄生性において異なる

ようである.

ダイコンからの TuMVに対する抗血iTIi-1を用いた血清反応試験では,Staト 1と homO-

logousなTuMVの沈降線とが幽合し,本ウイルスは血清学的にTuMVと極めてよく類

似するものであるといえる.

Po【yvlruS群に属するウイルスは.感染俺物細胞内に管状封入体を形成することが知ら

れている6.6.11114).雁病兼の超薄切片像に見られる封入体の構造について,Potyvirus群
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に属するウ イルスを.井 L.)4'は3つのタイプに大別し,また,Edwardsonら5湖は4つの

タイ11に類別 している.Slat-1感染巣の超薄切片像には,pinwhccL,scroll,lamlnated

aggregatc怖道の管状封入体が観察され,特に Iamlnaledaggregateや scrollの発達が瓢

紫であった.アイ.)スから検山されたTuMVの感染葉切片像 には上記のような形状の封

入体 とともに shortcurvedLamlnatedaggregatL､柄遺がみられ13),Edwardsonらの類別

subdLVislOnⅣに域するものが含まれたが,Staー 1ではこの形状のものは見られなかっ

た.このことから,SLat-1は, 井 L]4)の分け方ではC群に,Edwardson5･6)の頬別法で

はsubdlVIS10nmに属 し,既報の多くの TuMVのそれと一致 している.

一方,葉にモザイクを生 じたスターチスから分離されたS[at-3分牲株 ウイルスは汁

液接 使により,タバコ,JV.glu,t'LO叫 キュウリに全身感染 し,CamaranlLCOlor,ジュウ

ロクササゲ,ソラマ メに局部病.丑を形成 した.この病原ウイルスは寄主範帽や病徴,伝搬

方法,物理性.ウイルス粒丁の-,f,;態,血清反応,病柴超薄切片の芯臓観察などの所F比から

既報の CMV7,A)のそれらとよく 一致 しており,CucumovlruS鮮に屈する CMVとFlJ定 さ

れた.CMVは,ウ.)科およびナス科 をはじめ多くの植物に発生 し,世界に広 く分布して

いることが知られている7,31).また,CMVには多 くの系統が知られている7･3')が,わが

riilでは都丸ら29)がタバコにおける病徴とマメ科植物に対する寄生性から普通系,樺症系,

輩出系,黄色徴m'=系およびマメ科系の 5系統 に分け,小室16)は科や鳩 に対する CMVの

密生性の相違から6系統肝に分けている.S一at-3はマメ科植物のアズキとクリムソンク

ローバーに全身感染することと,アブラナ科のコマツナおよびカブに全身感染 (潜在的)

する点では小室の斬別に従うと,マメ ･アブラナ系に屈するように思われる.しかし本ウ

イルスはソラマノ,エ ンドウおよびササゲに全身感染せず,局部病斑のみである頁ではマ

メ･アブラナ科とも通 いが見られ,また瞥適系にも近いように考えられたが,系統を明確

にすることはできなかった.

スターチスのモザイク病o)診断をEl的として.寒天ケル内二兎拡散法により,スターチ

スにおけるTuMVおよびCMV検.'｣は 行ったところ,TuMVでは非特粒的反応により検

出が不rけ能であっ′∴ そこで,ELISA法による TuMVの検出を行 ったところ,検出限

剃 畏皮は10-100ng/me,醒病兼の横山希釈限界は10--3--10~4であった.同じくCMVで

は.検出限裾 hI変が 1-long/∩le,催病背の検出希釈限界が1015-10 6であった.これ

らの検出限鼎は,両ウイルスの/tf_物快走による検出限界と同程度の価を示 した,以上の結

果より,スターチスのモザイク病の診断1･二は EuSA法が有効であると考えられた.

摘 要

1982年1lnと1983年3月岡山県下の成増ハウスで探躯 したスターチスのモザイク病株か

ら2種の病原ウイルス,turlPmOSalC VlruSとcucumbermosalCVlruSを分離同定 した.

TuMV (St-al-1)は加 担および萎縮をともなったモザイク症状 を示 したスターチスか

ら分離された.16科53麓の植物に.[L波頗越 したところ,スターチス,ダイコンなど8糾20

種に全身感染 し, タバコ,N glutmosa,CamaranllCOlorなど8科16校に局部感放 した.

本ウイルスはモモアカアプラムシおよびりタアブラム ノによって非永続的に伝搬 された.

粗汁液中での不沼化限界は,耐熱作が55-60℃ (10分),耐希釈性が10~3-10-4,耐保存
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性が 3- 5日 (20℃)であった.ウイルス粒 J'･は長さ約750nm,幅約13nmのひも状であっ

た.催病コマツナの柄井から得られた不 ウイルスの純化標品の紫外部吸収曲線 は259nm

に極大凧 245nm に極小値があ り,AmJ A,M -1.10,A260/A洲 -1.27であった.本ウ

イルスは免疫竜師法および SDS寒人ゲル内二重拡散法による血清反応試験で TuMV抗

血清とよく反応 した.また純化ウイルスを家兎l二注射するとことによって力価2048倍 (微

沈降反応法)の抗血清が得 られた.作成 した抗Lh清を用いて,ELISA法によりスターチ

スからのウイルスの検出を行 っ/=ところ.検tH,希釈限界は10-3であった,感染柵物細胞

の胤 韓切片像には,ウイルス粘 Fとともに plnWheel,scroH,lamLna〔ed(1和 rOga〔eの構

造の細胞質内封入体が認められた.

CMV (Stat-3) はモザイク症状のスターチスから分離された.11科46柾の植物に汁

綾接種 したところ,スターチス,タバコ,N gl7/llnOSa,カボチャなど11科29椎に全身感

染し,ササゲやコマなど6科11椀に局部感染 した.不ウイルスはモモアカアブラムシおよ

びブタアブラムシによって非永続F机こ伝搬 さJLた. 租汁沌tLJでの不満化開脚 ま,耐熱性

が60-65℃ (lo介),耐希釈性が101L IO-I-.耐保存性が 8- 9日 (20℃)であった.ウ

イルス粒-[･は径約30nm の球状であ-'た.御 南タバコ栗から得 られた純化標品の柴外部吸

収曲線 は,259nm に極大値,242nm に極小値があ り,An､aJAm.n- I.35,Az60/A280-

1.68であった.本ウイルスは,寒天ゲル内二通拡散法およびSDN法による血清反応試株

で,CMV-Yl)'L血清とよく反応 し,沈降線は CMV-Yのそれと融合 し,spurが形成され

なかった.CMV-Y抗血清 を用いて ELTSA法によるウイルスの検出を行･)たところ,

10J5希釈まで可能であった.
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TurnipMosaicVirusandCucumberMosaicVirus

lnfectingStatice(LL'moniuJ77SL'17uatum)

NaoyukltlrlONarLnObutN川rYE(In°TakanorlMAT:))∧

SumJTIWy

TwovlruSeS,turnipmOSalCVirus(TuMV)andcucumbermosalCVLruS(CMV)

wereroundfromstatlCeS(LJlmOniumsznuaLtLnE)cultivatedalOkayamaprefectureln

1982-1983,showlng leafsymptomsofmosaicWlthmalformatlOnandstu叶 or

mOSalC

TuMVwastTanSmt[[edbysaplnOCul'ltionto36of53specleSfrom9to16fam1-

11eSThevirusWasalsotransmlttedreadilybyaphids,My2,uSPersLCaeandAphlSgOS-

5妙 t,lnthenon-persIStentmannerSar)fromdiseasedBrassICaraPawaslnlectlVeal-

ler10m上nat55℃ bulnot60℃,aflerdilufLOntOIO13bulnol10-4,orafter3days

at20oCbutnot5daysFllamentouspartlCies,ca13X750nrn,Werefoundlnboth

LeafextractsandpurlfledpreparationsUltravioletabsorptionSPeCtrumOlthevirus

hadanA260/A280ral100l1.27.ThevirusreactedwllhTuMV-antLSerum lnlrn-

munoelectionmlCrOSCOPyandSDS-1mmunOdlfruslOntestsInultrathlnSeCt10nSOr

dlSeaSedplantIeaHissues,thelnClus10nSOrPlnWheels,clrCUlars,lamlnatedaggre一

gatesandbundleswereobservedlnthecyLoplasmoftheInfectedcells

CMVwastransmittedbysapinoculationt040of46SpecleSfromallllfamllleS

exarnlnedThevirusWasalsotransmlttedreadilybyaphlds,MyR:uSPerstcaeandAj,his

gossjQtl,lnthenon-persISlentmannerSaplromdlSeaSedtobaccowaslnfeclTVeafter

10mlnat60℃ butnot65℃ ,afterdltut10ntOIO~5butnotlO~6,0.aher8daysat

20℃ butnot9daysSmaHspherlCalvlruSparticles,ca30nm lndlameter,Were

roundlnbothleafextractsandpurifledpreparat10nSUltrav101etabsorptlOnSPeC-

trumofthevlruShadanA260/A280Tat100日 68ThevlruSreactedwlthCMV-Y

antiserum lnSerOLoglCaldirectnegat.VeStainingmethodandseroLoglCalagargel

dlffuslOntest
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ExplarLatioTlplates
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